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町と歴史シリーズ⑪

大江戸の春
対象

中学校社会科・高校日本史・成人(一般教養）東京
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解説

「武都」としての町づくり江戸時代の後期、文政年間に町名主又太郎が家の由締

を書いて幕府に摺l'!したi職閲によると、又太郎の祖先は家康の江戸入1玉|以来、百年

足らずの間に八mも引越をさせられていたことが判る。これは当時の江戸の町が、

「武部」として急速に膨張発展し、庶趾の生活に甚大な影響をおよぼしたことを物

!滞っている。江戸の町は今|副大名とその家臣による参勤交代や、さまざまな職業の

人々が集まってきて、元禄の頃には、武士50〃､町人50万の人1 1を持つ人都IIjにな

っていた。

江戸根生いの商人当時、江戸に住んで､いる人々は生括物資の大半を上方に求めた。

食料1II11 .浦、衣料や薬品、巣極lllなどあらゆる商品は上方から江ﾉﾍ「下りもの」

として送られてきた。産業の発展途上にあった江戸やその近隣で生産される商,砧は

「下らぬもの｣､つまり上群でないものとして低く計棚されていたのである。こうし

て江戸へ次々と週'1,したl方の豪商たちは、大きな利益を上げた。やがて大消費都

,ljとなったi1戸にも、ようや< |方の|淵人たちとルiを並べられる、江戸生まれの商

人が台頭してきた。

助六と吉原江戸歌舞伎で名I部、「肋,n$」は、生粋の江)『っ子町人、札差がモデル

とされている。

その助六の舞台になった吉原は、江ﾉi時代の!''頃まで大名や豪商たちの社交場で

あったが、次第に武士階級に代って経済力を身に付け、余裕のでてきた町人たちの

憩の場になり、歌舞伎と並んで江戸文化の源泉となった。

浮↑廿絵は、当時の人々に遊里や歌舞伎など、憧れの枇界を広く伝える情報媒体で、

あり、格好の江戸土産として人々に喜ばれた。後lll身、 その浮世絵が芸術品として｢Wi

〈詔曲されるようになったのは、すでに江戸時代の庶民文化が洗練され、成熟して

いたことを物語っている。

今llに伝えられている伝統的な江戸文化一話裟・音曲・歌舞伎・美術・工芸・

染色などは、文化文政期(1804～1830)に花|＃lいたものて聯あった。

江戸っ子気質たび重なる大火から、いつも不死鳥のように甦り、譜|flより集まる

人々をいつでも気lilj良く受け入れてきた大江戸。

執着心が少〈、好奇心が強く、意地っ張りで新しもの好きの江戸っ子。

大江戸三百年の長い封建時代で､はあったが、江戸に生まれた人々も、新しく移り

住んだ人々も、もしかすると現代人が想像するよりはもっと自IIIに、そして気楽に

生きて、粋で､いなせな江戸独''1の生活文化を作り上げてきたので､はなかろうか。

やがて江戸は明治維新を迎え､名を東京と改め近代日本の首都として歩み始める。

しかし、名前や形が変っても、江戸という町の性格や、江戸っ子の気質は、今も

東京に住む人々の心のII!に脈々と流れている。(29分）

違

誕

▲助六は、生粋の江戸っ子町人であつﾅﾆ

▲いまも、木場で行われる「角乗り｣。
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▲江戸っ子のエネルギーが爆発する三社祭
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